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三　島　町　議　会 2３ 月定例会のあらまし

３月定例会は４日から９日までの６日間を会期に開催され、7つ
の条例の一部を改正する条例や、指定管理者の指定２件のほか、令
和元年度一般会計及び特別会計補正予算、令和２年度一般会計及び
特別会計予算など、町長より提出された議案を審議し、すべて原案
通り可決しました。

３月定例会
のあらまし
議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

1

三島町振興計画審議会条例の一部を改正
する条例
●振興計画審議会の事務局を「総務課」

から「地域政策課」に改正

可決

2
職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例
●会計年度任用職員の期末手当を規定

可決

3

三島町集会所の設置及び管理運営に関す
る条例の一部を改正する条例
●集会所新築による「大石田集会所」の

追加

可決

4

三島町生活改善センター設置条例の一部
を改正する条例
●大石田集会所新築による「大石田生活

改善センター」の削除

可決

5

三島町町道の構造の技術的基準を定める
条例の一部を改正する条例
●新設等の町道への「自転車通行帯」の

規定を追加

可決

6
三島町宮下温泉事業条例の一部を改正す
る条例
●宮下温泉の分湯使用料等の改正

可決

7

三島町路線バス条例の一部を改正する条
例
●満75歳以上町営バスの使用料を免除す

る改正

可決

8

指定管理者の指定について（早戸交流拠
点施設：早戸温泉つるの湯）
●令和２年度からの指定管理者として、

早戸温泉つるの湯企業組合を再指定

可決

9

指定管理者の指定について（三島町老人
休養ホーム：ふるさと荘）
●令和２年度からの指定管理者として、

有限会社宮下温泉栄光舘を再指定

可決

10 令和元年度三島町一般会計補正予算 可決

11 令和元年度三島町国民健康保険特別会計
補正予算 可決

12 令和元度三島町簡易水道事業特別会計補
正予算 可決

13 令和元年度三島町路線バス事業特別会計
補正予算 可決

14 令和元年度三島町農業集落排水事業特別
会計補正予算 可決

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

15 令和元年度三島町介護保険特別会計補正
予算 可決

16 令和元年度三島町戸別合併処理浄化槽事
業特別会計補正予算 可決

17 令和元年度三島町後期高齢者医療特別会
計補正予算 可決

18 令和２年度三島町一般会計予算 可決

19 令和２年度三島町国民健康保険特別会計
予算 可決

20 令和２年度三島町簡易水道事業特別会計
予算 可決

21 令和２年度三島町路線バス事業特別会計
予算 可決

22 令和２年度三島町農業集落排水事業特別
会計予算 可決

23 令和２年度三島町介護保険特別会計予算 可決

24 令和２年度三島町戸別合併処理浄化槽事
業特別会計予算 可決

25 令和２年度三島町後期高齢者医療特別会
計予算 可決

会計区分 Ｒ ２予算額 Ｒ元予算額 対前年比
一 般 会 計 2,527,000 2,648,123 △4.6%
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 195,594 217,940 △10.3%

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 192,779 189,193 1.9%

路 線 バ ス 事 業
特 別 会 計 30,148 29,546 2.0%

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 26,888 22,832 17.8%

介 護 保 険
特 別 会 計 463,723 469,038 △1.1%

戸別合併処理浄化
槽 事 業 特 別 会 計 49,165 46,790 5.1%

後期高齢者医療
特 別 会 計 34,419 31,958 7.7%

議決結果一覧と条例改正等の主な概要

【令和２年度当初予算の額】� （単位 : 千円）



三　島　町　議　会３ ３ 月定例会のあらまし

【令和２年度　重点事業】� 令和２年度の各課の重点事業は以下のとおりです。

�●総務課関係
今年度は特に、住民の生命・財産を守る防災対策
事業に重点を置いて事業を進めてまいります。
・役場庁舎直流電源設備改修工事（繰越事業）
� 8,960千円
・町民センター耐震改修工事・工事監理
� 115,000千円
・防災行政無線デジタル化改修工事� 225,632千円
・防災備蓄倉庫� 7,780千円
・防災監視カメラ設置（大谷川・滝谷川）
　� 5,500千円
・消防団浅岐班小型動力ポンプ積載車購入
� 6,800千円

�●町民課関係
引き続き町民の健康増進につながる事業と、長年
の課題となっておりました、滝原ごみ最終処分場
廃止の恒久対策を４ヶ町村で進めます。
・滝原ごみ最終処分場恒久対策事業� 12,000千円
・三島町元気で長生き推進事業� 5,375千円
・不妊治療支援事業� 750千円
・介護予防事業� 2,194千円

�●地域政策課関係
海外からの観光客の誘客とおもてなしを充実させ、
空き家の解消、地区支援事業も継続して進めてま
いります。
・観光交流推進事業（観光協会業務委託含む）
� 19,921千円
・台湾交流推進事業� 10,700千円
・空き家・住宅改修費等補助金� 11,250千円
・生活工芸村構想実践事業� 14,496千円
・ふるさと会津工人まつり開催事業� 6,602千円
・地区支援事業補助金� 5,000千円

�●産業建設課関係
［農林関係］
間伐事業を進めるとともに、木の駅事業で木質バ
イオマスの利用啓発を図ります。
・大石田高尾原地内農道改良工事� 11,000千円
・ふくしま森林再生事業� 31,400千円
・地区要望に対応した森林整備� 3,000千円
・木質バイオマス利用の推進、木の駅事業
� 2,735千円
・有害鳥獣被害対策� 5,606千円

［建設関係］
道路の安全対策として早戸地区の落石防止対策を
実施します。また、大谷バイパスの早期開通のた
め相続登記の支援を進めてまいります。
・町営住宅中平団地住環境改善事業� 56,210千円
・町道寺沢四ッ田線他消雪整備事業（繰越事業）
� 51,770千円
・町道早戸居平台倉線落石発生源対策事業
� 66,000千円
・大谷バイパス支援事業� 1,200千円
・大石田簡易水道施設改修事業� 49,500千円
・大登飲料水供給施設上水道整備事業�49,500千円
・戸別合併処理浄化槽設置事業� 15,843千円
　

�●教育委員会関係
学校のＩＣＴ環境整備と学校給食無償化を実施し
ます。また、教員宿舎を改修し定住対策住宅とし
て活用してまいります。
・�公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事
業（繰越事業）� 13,001千円
・学校給食完全無償化� 3,349千円
・複式補正教員配置� 3,768千円
・特別支援教育支援員� 3,339千円
・三島中学校体育館照明改修工事� �9,000千円
・教員宿舎改修工事・工事監理� 79,100千円
・荒屋敷遺跡出土品保存修理� 7,867千円



三　島　町　議　会 4３ 月定例会のあらまし

会計区分 補正予算額 補正後の
予 算 額

一 般 会 計 △ 122,698 2,868,910

国民健康保険特別会計 △ 11,761 206,220

簡易水道事業特別会計 △ 1,664 194,901

路線バス事業特別会計 500 30,046

農業集落排水事業特別会計 0 22,832

介 護 保 険 特 別 会 計 170 490,781
戸別合併処理浄化槽事業
特 別 会 計 975 47,765

後期高齢者医療特別会計 △ 1,608 31,277

【令和元年度補正予算】�（単位 : 千円） 〇�令和元年度一般会計補正予算の主なもの
は次のとおりです

　・役場庁舎町民センター耐震改修設計業務
� △1,253千円
　・情報通信施設管理費� △11,313千円
　・老人休養ホームトイレ改修工事・工事監理
� △3,249千円
　・電子商取引対応機器導入補助金� △911千円
　・中平団地住戸改修工事� △9,894千円
　・上の原団地整備工事・工事監理�△16,496千円
　・防災行政無線デジタル化改修工事
� △15,142千円
　・�公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備
事業� 12,701千円

令和２年度当初予算の質 疑 あ れ こ れ
●令和２年度一般会計当初予算質疑より（抜粋）
　　工人まつりの参加負担金が安いように思える。

来場者数や規模を考えると値上げしても良いの
では。
　　出展料は町内6,000円、町外10,000円、飲食等の
模擬店が町内外6,000円となっている。今後検

討したい。
　　町民センター耐震改修工事はいつから始まるの

か。大ホールを使用する方々が制約を受けてい
るがそれらへの対応は。
　　４月中に入札を行い契約し、年度内完成を目指
す。町民へは早めに周知し調整の理解と協力を

得たい。
　　町の防災備蓄品に「マスク」、「アルコール消毒

薬」も備蓄するようにした方がよいのではない
か。
　　年度内に備蓄できるように検討する。

　　宮下駅周辺の環境整備の内容は。

　　案内看板を設置したり、観光客用の駐車場の整
備を行う。

　　美坂高原は今後どのように活用していくのか。

　　平成28年度に策定した美坂高原検討委員会で出
された計画をもとに活用を進めていく。具体的

には、フラワーパーク等で集客できるようにしたい。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

　　桐の里産業㈱に対する町民の目は厳しい。今後
どのようにしていくのか。

　　水稲の受託を基本に、その他園芸作物も作りな
がら経営していく。町としてもしっかりと支援

していきたい。
　　昭和村のかすみ草集出荷貯蔵施設（雪室）改修
の負担金をなぜ出すのか。

　　雪室改修は奥会津４町村とＪＡ会津よつばが協
議して進めてきた。ＪＡが１／２、残りを４町

村で農家数等で案分して負担していく。雪室を活用
して、さらに町内のかすみ草農家を育成していくた
め負担した。
　　テレサ・テンに関する事業はどのように進めて
いくのか。

　　今年没後25周年にあたり、３月17日が訪町記念
日になる。モニュメントの作成や台湾等への海

外向けのＰＲにも力をいれていきたい。
　　荒屋敷遺跡出土品の修理はどのように行うの
か。

　　発掘から30年以上が経過し、傷みが出てきてい
るものがあるので、県の文化財課、県立博物館

と相談しながら、専門業者に委託して補修していく。
　また、レプリカも作成する予定である。
　　学校給食費が無償化となるが柳津町も同様に行
うのか。子どもに関するもの全て「タダ」でよ

いのか。親が負担すべきものは負担すべきである。
　　柳津町も令和２年度から無償化する。子どもに
関するもの全て「タダ」というわけではない。

負担すべきものは負担してもらっている。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答



三　島　町　議　会5 一般質問

一 般 質 問
～議員が町政をただす～

　３月定例会では５人の議員が一般質問を行い、町政全般について活発な議論を交わし
ました。（６頁～17頁に掲載）

一般質問議員 質　　問　　事　　項 頁

１ ７番　青木　喜章　
①第４次振興計画の検証について

６
②職員の教育・研修について

２ ８番　二瓶　俊浩　
①三島町地域循環型共生圏推進協議会について

10
②高齢者福祉の充実について（買い物弱者対策）

３ ５番　小柴　正洋　

①人口減少による自治体の消滅について

12②循環型コミュニティーについて

③新型コロナウイルスについて

４ ６番　長谷川　清雄
①中山間地域等直接支払交付金事業について

14
②ＪＡ会津よつば三島町加工場について

５ ２番　矢澤　　昇　

①水不足対策について

16②三島町次世代の議会について

③生活工芸アカデミー生に対する支援について

※一般質問とは…議員が町の将来に対する方針や、執行機関の
政治姿勢を明らかにし疑問点等を質します。また、議員自ら
政策の提言を行います。三島町議会は１人60分の持ち時間の
間に質問答弁を行います。

※一般質問は通常議会初日に行われます。



三　島　町　議　会 一般質問 6
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４
次
振
興
計
画
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検
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に
つ
い
て

答

し
っ
か
り
と
検
証
し
、
第
５
次
振
興
計
画
に
反
映
し
て
い
く

議
員
　
第
４
次
振
興
計
画

は
令
和
２
年
度
が
最
終
年
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と
な
り
、
第
４
次
の
検

証
・
評
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方
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検
討
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進

め
ら
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第
５
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の
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と
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そ

こ
で
第
４
次
計
画
で
進
め

ら
れ
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い
て
伺
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ま
す
。

①
人
口
減
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を
抑
え
る

た
め
の
施
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と
し
て
、
第

１
次
産
業
再
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
農
業
・
林
業
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拡
大
を
図
る
た

め
町
出
資
株
式
会
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を
設

立
し
ま
し
た
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し
か
し
桐

の
里
産
業
株
式
会
社
、
会

津
桐
タ
ン
ス
株
式
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も
厳
し
い
経
営
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あ

り
ま
す
。

今
後
、
耕
作
放
棄
地
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増
加
・
後
継
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不
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桐
の
里
三
島
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２
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し
て
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思
い
ま
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こ
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厳
し
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経
営
環
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改
善
す
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た

め
に
町
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ど
の
よ
う
な
支

援
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す
る
考
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か
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ま

す
。②

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
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振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
は
地
域
循
環
共
生

圏
推
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
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今
ま
で
何
回

と
な
く
話
し
合
わ
れ
、
よ

う
や
く
実
現
し
そ
う
で
喜

ん
で
い
ま
す
。
地
域
資
源

と
地
域
経
済
の
循
環
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町

の
雇
用
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経
済
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
資
源
供
給
・

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用

の
部
分
に
つ
い
て
は
予
算

的
な
も
の
が
ク
リ
ア
で
き

れ
ば
事
業
可
能
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
川
上
側
森
林
活

用
部
分
で
の
合
意
形
成
が

非
常
に
重
要
に
な
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
全
国
的
に

森
林
は
、
未
登
記
、
不
在

地
主
、
境
界
不
明
確
さ
ら

に
国
土
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
新
た
な
森
林

管
理
制
度
な
ど
に
つ
い
て

早
急
に
森
林
所
有
者
に
周

知
し
、
速
や
か
な
合
意
形

成
・
協
力
体
制
を
と
ら
な

け
れ
ば
素
材
の
安
定
供
給

に
は
結
び
つ
か
ず
、
循
環

型
社
会
の
構
築
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
三
島

町
の
単
位
所
有
森
林
は
大

き
く
も
な
く
境
界
も
複
雑

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
問

題
を
解
決
し
な
い
と
循
環

型
社
会
、
さ
ら
に
は
公
共

工
事
に
も
影
響
し
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

③
観
光
施
設
修
繕
、
設

備
更
新
と
い
う
こ
と
で
ふ

る
さ
と
荘
整
備
検
討
委
員

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
３
年
間
は
整
備

計
画
の
予
定
が
無
い
よ
う

で
す
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
受
け
入
れ
体
制
整
備
を

図
る
こ
と
に
矛
盾
し
て
い

な
い
か
。

④
福
島
県
の
新
年
度
予

算
で
、
新
し
い
人
の
流
れ

づ
く
り
と
し
て
奥
会
津
地

域
活
性
化
推
進
事
業
と
し

て
１
千
800
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

⑤
ア
カ
デ
ミ
ー
生
の
受

け
入
れ
が
始
ま
っ
て
か
ら

３
年
が
経
過
し
４
年
目
の

応
募
者
も
あ
り
喜
ん
で
い

ま
す
。
伝
承
生
に
つ
い
て

は
２
年
の
研
修
を
終
え
れ

ば
独
り
立
ち
す
る
わ
け
で

す
が
、
も
の
づ
く
り
の
時

間
が
な
か
な
か
と
れ
な
い

と
か
、
生
活
工
芸
以
外
の

手
伝
い
を
頼
ま
れ
る
と
の

話
を
聞
き
ま
す
。
３
年
目

以
降
の
町
か
ら
の
フ
ォ
ロ

ー
や
伝
承
生
制
度
の
確
立

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

現
在
各
課
で
検
証

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
評
価
を
取
り
ま
と
め

策
定
委
員
会
に
お
い
て
最

終
確
認
の
後
、
次
期
計
画

の
方
向
性
を
検
討
す
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
ま
す
。

し
っ
か
り
と
検
証
し
、
次

期
計
画
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

①
２
つ
の
会
社
は
、
農

林
業
を
核
と
し
た
当
町
の

青木　喜章 議員

第
１
次
産
業
の
振
興
を
図

る
う
え
で
重
要
な
会
社
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

桐
の
里
産
業
株
式
会
社

に
つ
い
て
は
、
農
業
者
の

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消

を
図
る
た
め
、
平
成
27
年

度
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は

社
員
２
名
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
１
名
、
臨
時
職
員

１
名
の
４
名
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は

前
年
度
に
比
べ
て
収
量
と

売
り
上
げ
が
と
も
に
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
は
新
た
な
作
物
の
栽

培
と
新
た
な
業
務
を
受
託

す
る
こ
と
に
よ
り
会
社
の

体
制
強
化
を
図
り
な
が
ら

収
入
を
確
保
し
、
町
か
ら

の
補
助
金
軽
減
と
雇
用
の

増
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会

社
に
つ
い
て
は
、
町
の
特

産
品
で
あ
る
会
津
桐
が
原

木
の
ま
ま
県
外
に
移
出
さ

れ
て
い
た
た
め
、
原
木
を

加
工
し
、
製
品
に
す
る
こ
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と
で
付
加
価
値
を
つ
け
、

地
場
産
業
振
興
と
経
済
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
、
昭

和
59
年
度
に
桐
加
工
場
を

整
備
し
ま
し
た
。
現
在
８

名
の
社
員
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
１
名
の
９
名
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
中
小
企
業
診

断
士
の
経
営
診
断
を
受
け

な
が
ら
、
経
営
改
善
へ
の

取
り
組
み
と
桐
タ
ン
ス
以

外
の
新
商
品
開
発
を
進
め
、

新
た
な
展
示
販
売
会
に
参

加
し
な
が
ら
、
製
品
販
売

と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
桐

の
里
三
島
町
に
ふ
さ
わ
し

い
会
社
運
営
と
雇
用
の
確

保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
協
議
会
の
下
部
組
織
、

森
林
活
用
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
か
ら
地
域

林
業
に
詳
し
い
委
員
を
選

出
し
、
協
力
体
制
を
整
え

て
い
く
考
え
で
す
。

令
和
元
年
度
に
新
た
な

森
林
管
理
制
度
と
森
林
環

境
譲
与
税
を
創
設
し
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ら
の
制
度

と
財
源
を
有
効
活
用
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
く

し
ま
森
林
再
生
事
業
に
つ

い
て
も
、
令
和
３
年
度
以

降
の
事
業
継
続
が
決
定
し

て
お
り
、
事
業
を
進
め
る

う
え
で
、
よ
い
環
境
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

町
民
の
高
齢
化
に
よ
り
、

森
林
所
有
者
や
所
有
境
界

の
把
握
は
年
々
困
難
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
、

あ
る
程
度
の
境
界
が
把
握

で
き
た
場
合
は
間
伐
実
施

に
伴
う
現
地
測
量
に
よ
り

今
後
の
所
有
境
界
の
管
理

が
明
確
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
間
伐
材
の
販

売
に
よ
り
森
林
所
有
者
へ

の
収
益
が
期
待
で
き
る
こ

と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
重

要
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
委
員
会
で
年
次

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後

に
各
地
区
で
説
明
会
を
開

催
し
て
、
森
林
所
有
者
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

事
業
実
施
に
よ
り
発
生

し
た
間
伐
材
に
つ
い
て
は
、

用
材
と
し
て
売
れ
る
丸
太

は
市
場
で
販
売
し
、
用
材

に
な
ら
な
い
丸
太
は
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
と
す
る
こ
と

で
安
定
供
給
で
き
る
体
制

を
確
立
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

③
本
年
度
、
ふ
る
さ
と

荘
改
築
等
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
講
師
を
招
い
て

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。議

員
ご
指
摘
の
整
備
に

つ
い
て
で
す
が
、
振
興
計

画
の
実
施
計
画
で
あ
る
３

年
間
の
建
設
計
画
に
計
上

さ
れ
て
い
な
い
と
の
ご
指

摘
だ
と
思
い
ま
す
が
、
財

源
確
保
等
の
課
題
か
ら
10

年
間
の
次
期
振
興
計
画
期

間
中
の
改
築
を
目
途
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

検
討
委
員
会
の
中
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
も
協
議
し
て

い
く
考
え
で
す
。

④
只
見
線
利
活
用
計
画

に
基
づ
く
奥
会
津
景
観
整

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
要

事
業
で
あ
る
「
奥
会
津
の

地
域
資
源
で
あ
る
只
見
川

沿
川
の
四
季
折
々
の
美
し

い
景
観
を
活
か
し
、
只
見

線
利
用
者
が
途
中
下
車
に

よ
り
眺
望
で
き
る
ビ
ュ
ー

ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
し
、
新

た
な
観
光
拠
点
の
創
出
を

図
る
」
事
業
で
す
。
令
和

元
年
度
か
ら
３
千
900
万
円

の
予
算
で
取
り
組
み
、
令

和
２
年
度
は
１
千
800
万
円

計
上
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
具
体
的

な
事
業
箇
所
は
、
滝
谷
川

橋
梁
、
只
見
川
第
２
橋
梁

の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
整
備

及
び
大
志
地
区
（
金
山
町
）

の
遊
歩
道
整
備
で
、
令
和

２
年
度
は
只
見
川
第
４
橋

梁
（
金
山
町
）
付
近
と
塩

沢
地
区
・
蒲
生
地
区
（
只

見
町
）
の
伐
木
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
只
見
線
利
活
用

計
画
の
中
で
沿
線
市
町
が

実
施
す
る
事
業
を
計
画
し

第 4 次振興計画の「地区の目標」、昨年度新たな計画を全地区で
策定しました

第 4次振興計画、今年度最終年度
となります
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て
い
ま
す
の
で
、
町
と
し

て
も
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

⑥
平
成
29
年
度
の
１
期

生
４
名
を
迎
え
入
れ
て
か

ら
現
在
ま
で
計
13
名
の
ア

カ
デ
ミ
ー
生
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
う
ち
、
１

期
生
と
２
期
生
か
ら
伝
承

生
と
し
て
３
名
の
方
が
現

在
三
島
町
に
定
住
し
て
い

ま
す
。
現
状
と
し
て
は
、

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

も
の
づ
く
り
の
時
間
が
な

か
な
か
取
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

伝
承
生
と
し
て
町
の
編

み
組
細
工
を
後
世
に
受
け

継
げ
る
担
い
手
と
し
て
今

後
も
引
き
続
き
、
編
み
組

に
従
事
で
き
る
体
制
を
整

え
る
た
め
、
当
初
２
年
間

の
予
定
で
あ
っ
た
伝
承
生

期
間
を
４
年
に
延
長
し
、

町
の
一
職
人
と
し
て
編
み

組
細
工
に
専
念
で
き
る
よ

う
業
務
に
あ
た
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
計
４
年
間
の

伝
承
生
期
間
を
終
了
す
る

ま
で
に
は
、
編
み
組
指
導

員
と
し
て
、
奥
会
津
編
み

組
細
工
の
技
術
を
指
導
で

き
る
立
場
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
材
料
の
採
取
か

ら
製
作
ま
で
の
業
務
を
日

常
的
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
教
育
・
研
修
に
つ
い
て

答

研
修
と
日
常
業
務
を
と
お
し
て
職
員
教
育
に
努
め
る

議
員
　
他
町
村
に
お
い
て

職
員
の
職
務
内
容
の
不
祥

事
が
新
聞
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
三
島
町
に
お
い
て

は
大
き
な
不
祥
事
は
聞
か

れ
ま
せ
ん
が
、
報
・
連
・

相
不
足
な
の
か
不
手
際
が

聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
長
期

離
脱
・
リ
タ
イ
ヤ
も
見
ら

れ
ま
す
。
町
民
は
役
場
職

員
を
見
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
人
事
管
理
・
人
事

教
育
を
し
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長　

議
員
ご
指
摘
の
よ

う
に
、
当
町
ば
か
り
で
な

く
、
会
津
一
円
の
市
町
村

が
様
々
な
人
材
育
成
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

��

私
が
非
常
に
大
切
に
し

て
い
る
も
の
は
、
職
員

個
々
人
の
資
質
の
向
上
と

職
員
間
の
連
携
や
チ
ー
ム

三
島
と
し
て
仕
事
を
し
て

行
く
姿
勢
が
大
事
だ
と
、

朝
の
朝
礼
や
広
報
み
し
ま

の
「
町
長
日
記
」
の
中
に

お
い
て
直
接
的
・
間
接
的

に
指
導
し
て
い
ま
す
。
私

は
変
化
球
で
述
べ
る
癖
が

あ
る
の
で
、
職
員
の
皆
さ

ん
に
届
い
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
反
省
し
て
い

ま
す
。

��
町
づ
く
り
の
基
本
は

「
人
材
の
育
成
」
で
あ
り
、

人
を
大
切
に
す
る
組
織
は
、

将
来
の
展
望
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
１
人
で
出
来
る

事
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

チ
ー
ム
三
島
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
戦
略
を
立
て
地

方
創
生
を
実
現
し
て
い
く

の
か
脳
裏
を
離
れ
る
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。

桃
太
郎
は
、
鬼
ヶ
島
の

鬼
退
治
に
キ
ジ
と
犬
と
猿

を
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。

桃
太
郎
の
見
事
な
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
鬼
と
の
戦
い

に
勝
つ
た
め
に
、
鬼
ヶ
島

全
体
を
俯
瞰
で
き
る
キ
ジ
、

つ
ま
り
情
報
収
集
で
す
。

犬
は
勝
つ
た
め
の
行
動
力
、

猿
は
知
恵
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
３
点
が
そ
ろ
う
こ
と

に
よ
り
鬼
に
勝
利
し
た
の

で
す
。
行
政
全
体
の
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
も

そ
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く

り
あ
げ
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
幸
福
の
た
め
に
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
常
に
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
体
の
森
を
見

た
り
、
一
本
の
木
を
見
た

り
し
て
組
織
を
展
開
し
て

来
ま
し
た
が
、
数
人
等
の

不
手
際
に
よ
り
全
体
を
壊

す
こ
と
に
な
る
の
は
ど
こ

の
市
町
村
も
同
じ
で
あ
り

ま
す
。

私
も
含
め
公
務
員
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
汗
水
垂

ら
し
て
働
い
た
お
金
を
法

的
に
徴
収
し
生
活
し
て
い

る
組
織
で
あ
り
、
ま
た
公

務
上
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

か
か
わ
り
が
多
い
地
方
公

務
員
に
と
っ
て
は
特
に
責

任
の
自
覚
と
資
質
の
向
上

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た

仕
事
以
外
で
も
自
己
研
鑽

に
努
め
、
幅
広
い
知
識
教

養
技
術
を
身
に
つ
け
る
事

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

地
方
公
務
員
と
し
て
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
町
民
の

皆
さ
ん
の
信
頼
を
得
て
、

真
に
尊
敬
さ
れ
る
公
務
員

と
な
る
た
め
に
は
、
使
命

感
と
倫
理
観
が
絶
対
条
件

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

��

市
町
村
に
お
い
て
繰
り

返
さ
れ
る
不
祥
事
の
対
応

は
、
倫
理
観
や
事
務
能
力

へ
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
日
常

の
業
務
に
埋
没
す
る
こ
と

な
く
無
為
に
過
ご
す
の
で
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な
く
、
初
心
に
立
ち
返
り
、

職
員
同
士
の
連
携
に
よ
る

職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
な

ど
を
通
じ
て
、
使
命
感
や

倫
理
観
を
自
覚
し
、
そ
れ

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。

組
織
は
人
材
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
実
務
処
理
能

力
、
行
政
目
標
推
進
能
力
、

そ
し
て
自
己
管
理
能
力
の

向
上
等
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
様
々
な
研
修

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
一

部
の
不
手
際
が
あ
る
と
、

公
務
員
は
と
い
う
全
体
の

レ
ッ
テ
ル
に
な
り
ま
す
の

で
職
員
に
は
十
分
に
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

地
方
創
生
は
「
地
方
分

権
社
会
の
構
築
」
で
あ
る

と
考
え
、
一
人
一
人
の
能

力
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
分
権
社
会

に
お
け
る
地
方
公
務
員
像

は
幅
広
い
知
識
の
習
得
に

あ
り
ま
す
。
常
に
向
上
心

を
持
ち
、
公
務
員
と
し
て

以
前
に
、
人
と
し
て
あ
る

べ
き
姿
が
重
要
で
す
。
人

と
し
て
成
長
し
て
い
く
事

は
、
ひ
い
て
は
町
民
の
信

頼
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
前
期
・

後
期
を
各
5
日
間
、
採
用

後
４
年
目
の
政
策
形
成
や

交
渉
力
能
力
向
上
を
狙
い

と
し
た
基
礎
力
ア
ッ
プ
研

修
３
日
間
、
採
用
後
８
年

目
の
応
用
力
ア
ッ
プ
研
修

３
日
間
、
新
任
係
長
研
修
、

新
任
管
理
者
研
修
、
新
任

課
長
研
修
を
必
須
研
修
と

し
、
そ
の
ほ
か
選
択
研
修

と
し
て
必
要
に
応
じ
、
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ク
レ
ー
ム
対
応
、
危
機
管

理
、
地
方
会
計
、
法
制
執

務
な
ど
専
門
分
野
の
研
修

に
つ
い
て
も
県
職
員
、
他

町
村
職
員
と
一
緒
に
受
講

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
県
と
の
人

事
交
流
も
合
わ
せ
実
施
し

て
お
り
、
職
員
の
状
況
に

合
わ
せ
、
研
修
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
般
、
議
会
か
ら
の
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
公
務

員
倫
理
研
修
」
に
つ
い
て

は
、
３
月
19
日
に
、
ふ
く

し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、

全
職
員
に
受
講
さ
せ
る
予

定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
研
修
の
ほ

か
、
日
常
の
業
務
を
と
お

し
て
、
管
理
職
員
に
よ
り

職
員
に
対
し
て
指
導
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
議
員
ご
指
摘

の
よ
う
な
細
か
な
不
手
際

に
よ
り
町
民
の
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る

点
も
あ
る
こ
と
か
ら
都
度
、

必
要
に
応
じ
て
職
員
教
育

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町職員の公務員倫理研修（令和2年3月）
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三
島
町
地
域
循
環
型
共
生
圏
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

答

収
益
が
維
持
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
慎
重
に
進
め
る

議
員
　
新
聞
等
で
三
島
町

循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

構
築
と
言
う
記
事
が
最
近

頻
繁
に
出
て
い
ま
す
。
木

材
チ
ッ
プ
化
施
設
や
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
に
町
が

大
口
出
資
を
し
て
運
営
の

中
心
と
な
る
と
の
こ
と
で

す
。
数
年
前
に
は
野
菜
パ

ウ
ダ
ー
の
研
究
及
び
商
品

開
発
に
よ
り
農
業
所
得
の

向
上
と
町
の
雇
用
創
出
、

遊
休
農
地
の
解
消
と
い
う

こ
と
で
約
750
万
円
を
委
託

業
者
に
支
払
い
事
業
を
始

め
ま
し
た
が
結
局
運
営
に

至
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
運

営
に
至
ら
な
か
っ
た
の
か

町
は
考
え
た
の
か
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
私
は
木
の
駅
事
業

（
工
芸
館
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
）

の
燃
料
と
な
る
薪
に
か
か

る
経
費
等
に
つ
い
て
３
回

連
続
で
質
問
し
て
き
ま
し

た
。
冬
期
間
だ
け
で
今
ま

で
の
４
倍
の
経
費
が
掛
か

る
と
の
事
で
す
。
こ
の
よ

う
な
事
が
あ
る
中
で
、
今

町
が
構
築
し
よ
う
と
し
て

い
る
事
業
は
と
て
つ
も
な

く
莫
大
な
経
費
が
掛
か
る

の
と
長
期
的
な
供
給
等
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
と

議
会
と
の
協
議
で
も
説
明

が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
森
林

所
有
者
や
地
域
の
方
々
に

も
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
に
つ
い
て
町
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
に

専
門
業
者
に
委
託
し
て
実

施
し
た
採
算
調
査
に
よ
る

二瓶　俊浩 議員

と
黒
字
に
な
る
と
の
記
事

で
あ
り
ま
す
が
、
根
拠
は

何
か
。

町
長　

地
域
循
環
型
共
生

圏
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
三
島
町
の
森
林
資
源

の
活
用
と
公
共
施
設
等
の

設
備
更
新
に
併
せ
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
目
標
と
し
て
、
地
域
の

林
業
事
業
体
や
施
設
管
理

者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て

発
足
し
た
「
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め

の
協
議
会
」
で
す
。
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
て
公
共
施
設
等

に
対
す
る
熱
供
給
や
冷
暖

房
の
供
給
と
併
せ
て
発
電

を
行
う
こ
と
で
、
地
域
内

の
森
林
資
源
の
活
用
が
図

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
動
き
が

な
か
っ
た
森
林
の
活
用
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
一
体

的
に
検
討
を
進
め
な
が
ら

準
備
委
員
会
を
通
し
て
協

議
会
の
設
立
に
至
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
議
員

ご
指
摘
の
よ
う
に
事
業
化

の
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
協
議
会
の

中
で
具
体
的
に
検
討
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
実
施
し

ま
し
た
調
査
事
業
は
、
民

間
企
業
が
事
業
実
施
主
体

と
し
て
町
は
共
同
申
請
者

と
し
て
「
福
島
県
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
支

援
事
業
」
の
補
助
採
択
を

受
け
、
福
祉
施
設
等
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
の
可
能
性
調
査
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
調

査
結
果
に
お
い
て
は
、「
発

電
と
施
設
へ
の
熱
供
給
を

行
い
、
電
力
固
定
買
取
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
黒
字

化
も
可
能
で
あ
る
。」
と

の
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

森
林
整
備
に
よ
る
材
の
供

給
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
事
業
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
当
該
問
題
を
含
め

て
検
討
を
重
ね
る
協
議
体

制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
協
議
会
設
立
へ
の
足
掛

か
り
と
し
た
次
第
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
事

業
実
施
に
当
た
っ
て
は
相

当
な
費
用
が
発
生
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
の
で
、
経

営
リ
ス
ク
も
含
め
し
っ
か

第1回地域循環型共生圏推進協議会

り
と
議
論
し
な
が
ら
、
民

間
の
方
々
と
一
緒
に
収
益

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
を
慎
重
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
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高
齢
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
（
買
い
物
弱
者
対
策
）

答

民
間
事
業
者
・
関
係
団
体
と
可
能
な
方
法
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

議
員
　
町
長
は
新
年
の
あ

い
さ
つ
で
福
島
民
報
社
を

訪
れ
た
際
に
「
高
齢
者
福

祉
充
実
に
向
け
買
い
物
弱

者
対
策
を
進
め
た
い
」
と

話
さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

県
内
の
高
齢
化
率
３
番

目
（
5３
．
４
％
）
で
あ
る

当
町
に
と
っ
て
は
重
大
な

問
題
で
あ
り
ま
す
。
商
店

が
減
る
ど
こ
ろ
か
、
無
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
が
当
町
の
現
状
で
あ

り
、
当
然
移
動
販
売
車
も

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
高
齢
化
が
進
む
に

つ
れ
移
動
販
売
車
の
と
こ

ろ
ま
で
出
て
行
け
な
い
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
こ

の
買
い
物
弱
者
対
策
こ
そ

早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

進
め
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

以
前
よ
り
「
高
齢

者
の
買
い
物
支
援
」
の
対

応
策
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
議
員
も
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

三
島
町
は
急
激
に
高
齢
化

が
進
み
、
１
人
暮
ら
し
、

２
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

移
動
販
売
車
も
か
つ
て
は

町
内
で
３
業
者
が
運
行
し

て
い
た
も
の
が
現
在
は
１

業
者
と
な
っ
て
い
る
状
況

か
ら
様
々
な
観
点
で
対
応

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
は
「
買
い

物
支
援
バ
ス
の
運
行
」
で

す
。
昨
年
秋
に
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
「
買
い
物
支

援
バ
ス
」
を
試
験
的
に
運

行
し
ま
し
た
が
利
用
者
は

１
名
で
あ
り
ま
し
た
。
少

な
か
っ
た
理
由
は
周
知
の

ま
す
の
で
、
こ
の
動
き
に

も
注
目
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
合
わ
せ

て
、
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

も
令
和
２
年
度
か
ら
75
才

以
上
の
町
民
の
方
に
つ
い

て
は
無
料
化
に
し
て
い
く

予
定
で
す
。

２
点
目
は
「
移
動
販
売

車
」
で
す
。
現
在
町
内
の

移
動
販
売
業
者
は
1
業
者

の
み
で
す
が
、
こ
の
ほ
か

に
も
確
認
で
き
て
い
る
業

者
は
近
隣
町
村
か
ら
３
業

者
（
生
協
、
か
ね
か
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

現
在
の
町
内
の
移
動
販

売
車
と
連
携
し
て
、
町
内

の
商
店
等
の
商
品
な
ど
を

届
け
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を

検
討
し
、
地
域
内
経
済
循

環
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

３
点
目
は
「
宅
配
」
で

す
。
議
員
ご
指
摘
の
よ
う

に
買
い
物
へ
出
掛
け
る
の

も
大
変
な
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
よ
う
で
す
の
で
、
か

つ
て
の
「
御
用
聞
き
」
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
注
文

を
受
け
、
高
齢
者
の
見
守

り
と
合
わ
せ
た
配
達
も
有

効
な
手
段
か
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
買

い
物
弱
者
対
策
」
は
行
政

が
行
う
も
の
と
民
間
事
業

者
が
実
施
す
る
も
の
の
複

数
の
事
業
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
重
要
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
関
係
す
る
事

業
者
や
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
実
現
に
向
け
、
可
能

な
方
法
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

移動販売車で買い物をする高齢者

方
法
が
町
の
お
知
ら
せ
版

の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
高
齢

者
の
方
々
な
ど
か
ら
具
体

的
な
要
望
を
お
聞
き
し
な

が
ら
町
社
協
と
協
議
し
、

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
外
へ
の
移
動

と
し
て
の
広
域
交
通
に
つ

い
て
は
、
会
津
地
域
全
体

の
共
通
課
題
と
し
て
、「
会

津
地
域
課
題
解
決
連
携
推

進
会
議
」
で
協
議
を
始
め
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小柴　正洋 議員

人
口
減
少
に
よ
る
自
治
体
消
滅
に
つ
い
て

答

住
民
福
祉
を
向
上
し
な
が
ら〝
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
町
〟の
実
現
を
目
指
す

議
員
　
20
年
後
の
令
和
22

年
に
全
国
の
896
市
町
村
が

消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る

と
日
本
創
成
会
議
が
発
表

し
た
。
福
島
県
は
災
害
に

よ
り
、
こ
の
時
点
で
の
推

計
の
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
わ
が
町
は
全
国

市
町
村
人
口
減
少
率
ラ
ン

キ
ン
グ
（
15
年
～
19
年
）

で
103
位
に
入
り
、
隣
接
村

の
中
で
は
一
番
の
減
少
率

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
わ
が
町
は
消
滅
の

危
機
に
直
面
す
る
こ
と
は

必
至
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
わ
が
町
の
存
続
に
今

後
、
何
を
す
べ
き
か
、
何

を
し
て
い
く
の
か
を
伺
い

ま
す
。

町
長　

議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
2
0
1
5
年
10
月
1

日
か
ら
2
0
1
9
年
10
月

1
日
ま
で
の
4
年
間
の
人

口
減
少
率
は
10
．
25
％
と
、

奥
会
津
5
町
村
の
中
で
は

一
番
の
減
少
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
２
０
２
０
年
1

月
1
日
現
在
の
推
計
人
口

は
1
千
487
人
で
あ
り
、
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
等
の
人

口
動
態
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
人
口
に
お
い
て
は

東
京
一
極
集
中
が
是
正
さ

れ
る
こ
と
は
考
え
難
く
、

中
山
間
地
域
の
人
口
減
少

は
さ
ら
に
進
む
も
の
と
考

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
ど
の

よ
う
な
政
策
を
進
め
て
い

く
か
と
の
ご
質
問
に
つ
い

て
は
、「
人
口
を
増
や
す

政
策
」
に
加
え
「
人
口
が

減
少
し
て
も
住
民
福
祉
が

損
な
わ
れ
な
い
政
策
」
が

必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ

り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

行
政
運
営
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
安
心
し

て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
の
整
備
や
雇
用
の

場
の
創
出
、
人
口
減
少
と

と
も
に
増
え
続
け
る
空
き

家
の
利
活
用
に
よ
る
移
住

定
住
施
策
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
な
健
康
づ
く
り
、
森
林

や
環
境
整
備
と
合
わ
せ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
体

制
の
構
築
、
人
材
育
成
と

し
て
位
置
づ
け
た
教
育
環

境
の
充
実
、
伝
統
文
化
や

技
術
を
継
承
す
る
た
め
の

体
制
整
備
、
住
民
の
内
発

的
な
取
り
組
み
に
対
す
る

行
政
の
支
援
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
安
全
安
心
を

守
る
た
め
の
社
会
基
盤
整

備
も
含
め
、
住
民
福
祉
を

向
上
し
な
が
ら
、“
住
み

た
い
住
み
続
け
た
い
町
”

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

答

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
す

議
員
　
町
は
、
先
の
新
聞

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

で
収
支
の
黒
字
化
が
可
能

だ
と
結
論
づ
け
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
に
よ
る
地
域

循
環
型
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
を
目
指

す
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
安
易

す
ぎ
て
理
解
で
き
な
い
。

そ
の
意
図
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

平
成
30
年
度
に
、

町
と
民
間
企
業
と
の
共
同

申
請
に
よ
り
、
福
島
県
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構

築
支
援
事
業
の
採
択
を
受

け
、
当
町
に
お
け
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
等
地
域
資
源

を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
た
基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
報
告
書
の
中
で
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
熱

利
用
と
発
電
を
組
み
合
わ

せ
た
形
態
が
最
も
事
業
継

続
可
能
で
あ
る
と
の
調
査

結
果
を
受
け
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
行
政
と
民
間
事

業
者
が
協
働
で
実
施
し
て

い
く
た
め
の
協
議
の
場
と

し
て
協
議
会
を
設
立
し
た
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と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
事

業
構
築
に
向
け
、
山
林
所

有
者
や
地
区
と
の
話
し
合

い
や
林
業
事
業
体
に
よ
る

施
業
計
画
策
定
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
施
設
の
検
討
等

具
体
的
に
協
議
し
て
い
き

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
具
体
的

な
事
業
化
に
は
至
り
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
資
源
と
経

済
の
循
環
に
よ
る
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
構
築
を

目
指
し
進
め
て
い
く
考
え

で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

答

必
要
な
情
報
を
随
時
提
供
し
、
感
染
予
防
に
努
め
る

議
員
　
日
本
で
の
流
行
は

５
月
ま
で
と
予
測
さ
れ
て

い
る
中
で
、
我
が
町
に
も

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
感
染
す
る
か
わ

か
ら
な
い
こ
の
ウ
イ
ル
ス

は
脅
威
で
あ
る
。
町
の
対

応
を
伺
い
ま
す
。

町
民
課
長　

議
員
ご
指
摘

の
よ
う
に
、
国
内
は
も
と

よ
り
中
国
を
は
じ
め
全
世

界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
。
三
島
町
も
海
外
か

ら
多
く
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
の
で
、
対
岸
の
火

事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
１
月
末
に

町
内
観
光
施
設
「
観
光
協

会
」
や
「
み
し
ま
宿
」
な

ど
に
保
健
師
が
直
接
出
向

き
、
予
防
方
法
や
注
意
喚

起
を
行
い
、
町
内
各
宿
泊

施
設
「
ふ
る
さ
と
荘
」
や

「
栄
光
舘
」
な
ど
に
は
注

意
喚
起
と
併
せ
、
町
民
向

け
に
「
防
災
無
線
」
と
今

月
７
日
発
行
の
「
広
報
み

し
ま
」
に
お
い
て
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に

つ
い
て
周
知
を
図
り
ま
し

た
。さ

ら
に
役
場
を
は
じ
め

公
共
施
設
に
は
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
を
入
口
に

準
備
し
、
町
営
バ
ス
な
ど

不
特
定
の
方
が
利
用
す
る

施
設
等
に
つ
い
て
は
消
毒

な
ど
の
徹
底
を
図
っ
て
い

ま
す
。

２
月
中
旬
に
は
政
府
よ

り
対
応
指
針
が
発
表
さ
れ

た
内
容
を
防
災
無
線
と
併

せ
て
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
３
月
14
・
15
日

に
予
定
し
て
い
ま
し
た

「
第
39
回
三
島
町
生
活
工

芸
品
展
」
並
び
に
「
第
19

回
全
国
編
み
組
工
芸
品
展
」

は
不
特
定
多
数
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
21
日
に
開
催
中
止
を

発
表
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
25
日
に
お
い
て

「
三
島
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
さ
ら
な
る
予
防
と

対
策
に
努
め
、
28
日
に
は

今
後
開
催
予
定
の
各
種
団

体
の
集
ま
り
の
中
止
及
び

延
期
、
規
模
縮
小
を
お
願

い
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
し
た
。

役
場
内
に
お
い
て
も
、

部
外
者
の
不
要
な
入
室
禁

止
、
室
内
換
気
、
職
員
の

県
外
出
張
の
禁
止
、
不
要

な
県
外
へ
の
外
出
を
避
け

る
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。尚

、
ご
本
人
や
ご
家
族

で
感
染
を
疑
わ
れ
る
よ
う

な
場
合
は
、
ま
ず
は
会
津

保
健
福
祉
事
務
所
内
の

「
相
談
セ
ン
タ
ー
」
や
役

場
保
健
福
祉
係
に
連
絡
し

て
い
た
だ
き
、
指
示
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
今

後
も
随
時
情
報
を
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

児
童
・

生
徒
に
手
洗
い
や
う
が
い

の
励
行
や
外
出
時
の
マ
ス

ク
着
用
に
つ
い
て
具
体
的

に
指
導
し
、
保
護
者
に
も

文
書
等
で
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。　
　

ま
た
、
文
部
科
学
大
臣

よ
り
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
発
信
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
学
校
を
通
じ
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
保
護
者
に

配
布
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の

感
染
対
策
と
同
様
、
子
ど

も
た
ち
の
健
康
維
持
に
向

け
て
、
正
確
な
情
報
の
も

と
、
各
家
庭
と
協
働
し
な

が
ら
感
染
防
止
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

感染予防のため
こまめに手洗いを！
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中
山
間
地
域
等
直
接
払
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

答

制
度
の
内
容
を
地
区
説
明
会
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く

議
員
　
平
成
12
年
４
月
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
こ
の
事

業
も
４
期
目
を
終
え
ま
し

た
。
こ
の
事
業
の
関
係
者

は
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た

め
、
一
致
協
力
し
て
こ
れ

ま
で
の
20
年
間
こ
の
事
業

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
よ
り
新
た
に

５
年
間
継
続
、
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
三

島
町
に
お
い
て
は
農
業
を

や
め
る
人
が
増
え
、
そ
れ

に
比
例
し
て
今
後
耕
作
放

棄
地
が
増
加
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
前
述
の

理
由
等
に
よ
り
、
５
期
目

途
中
の
２
～
３
年
等
で
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
そ
の
実
施
団
体
に

支
払
わ
れ
た
交
付
金
の
返

還
が
国
、
県
、
町
か
ら
求

め
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
課
長　

農
業
生

産
活
動
は
水
源
か
ん
養
や

土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
、
美
し

い
風
景
を
守
る
な
ど
広
く

国
民
全
体
に
及
ぶ
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
を
継
続
す
る
た
め

国
1/2
、
県
1/4
、
町
1/4
の
事

業
負
担
割
合
で
支
援
し
て

お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら

新
た
な
第
５
期
対
策
が
始

ま
り
ま
す
。

前
期
計
画
の
実
績
で
は

町
内
の
12
地
区
に
お
い
て

農
地
65
．
４
ha
、
参
加
者

延
べ
259
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
第
５
期
計
画
の
協
定

の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

は
令
和
２
年
度
に
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
前
期
計
画

の
面
積
維
持
を
目
標
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ご
質
問
の
５
年
間
の
協

定
期
間
中
に
農
業
生
産
活

動
等
が
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
協
定
の
認
定
年
度
に
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
該
当
す
る
農
地
の
交

付
金
を
返
還
し
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
前
期
計

画
で
は
協
定
期
間
中
に
１

人
で
も
農
業
生
産
活
動
を

や
め
た
場
合
に
は
、
そ
の

実
施
団
体
に
交
付
さ
れ
た

全
て
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
返
還
対
象
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
第
５
期
計
画

か
ら
は
緩
和
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
者
が
病
気
に

な
っ
た
場
合
や
災
害
等
に

よ
り
作
付
け
で
き
な
い
場

合
は
免
除
す
る
等
の
緩
和

措
置
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
地
区
説
明
会
等
で
詳

し
く
説
明
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

長谷川清雄 議員

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
三
島
町
加
工
場
に
つ
い
て

答

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
と
運
営
継
続
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く

議
員
　
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
原
発
の
放
射
能
等
の

風
評
被
害
に
よ
り
、
三
島

町
加
工
場
の
事
業
損
失
が

多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
加

工
場
を
廃
止
す
る
話
が
あ

る
と
聞
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
大
規
模
合
併
前

よ
り
、
三
島
町
民
の
雇
用

と
特
産
品
の
加
工
販
売
の

基
幹
の
一
つ
に
貢
献
し
て

き
た
施
設
の
突
然
の
廃
止

話
は
、
現
在
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長　

山
菜
加
工
場
は
、

（
旧
）
三
島
町
農
業
協
同

組
合
が
川
井
地
区
に
昭
和

45
年
度
に
整
備
し
、
町
の

特
産
品
と
し
て
昔
か
ら
親

し
ま
れ
て
お
り
、
地
元
雇

用
に
も
繋
が
っ
て
い
る
重

要
な
施
設
で
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
と
し

て
合
併
す
る
際
は
、
施
設

が
老
朽
化
し
、
三
島
町
農

業
協
同
組
合
と
し
て
は
整

備
費
が
多
額
で
あ
り
、
独

自
で
整
備
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
平
成
13
年
度
に
町

が
事
業
主
体
と
し
て
現
在

の
施
設
を
整
備
し
、
指
定
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管
理
者
と
し
て
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
が
、
施
設
を
管
理

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
度
は
売
り
上

げ
が
約
１
億
５
千
万
円
で

約
２
千
500
万
円
の
黒
字
で

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
後
は
、
毎

年
600
万
円
か
ら
１
千
300
万

円
程
度
の
赤
字
の
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
会

津
よ
つ
ば
で
は
、
毎
年
２

月
に
管
理
運
営
委
員
会
を

開
催
し
て
、
新
商
品
開
発

や
売
り
上
げ
増
加
に
つ
い

て
、
山
菜
加
工
場
の
経
営

改
善
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。今

年
２
月
４
日
に
開
催

さ
れ
た
管
理
運
営
委
員
会

に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ

つ
ば
か
ら
「
組
織
の
事
業

改
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
山
菜
加
工

場
の
廃
止
を
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
、
町
か
ら

山
菜
加
工
場
へ
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
経
営
改
善

と
売
り
上
げ
増
加
に
よ
る

施
設
の
運
営
継
続
を
お
願

い
し
、
中
小
企
業
診
断
士

に
よ
る
山
菜
加
工
場
の
経

営
診
断
、
補
助
事
業
導
入

に
よ
る
新
商
品
開
発
の
検

討
等
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
考
え
で

す
。　ま

た
２
月
13
日
に
は
Ｊ

Ａ
会
津
よ
つ
ば
組
合
長
か

ら
「
令
和
２
年
度
の
指
定

管
理
に
つ
い
て
は
、
町
か

ら
の
赤
字
補
填
が
な
い
と

継
続
は
難
し
い
。」
と
再

度
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
と
協

議
を
進
め
、
今
後
２
年
間

に
つ
い
て
は
町
か
ら
の
赤

字
補
填
と
新
た
に
加
工
品
、

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
に
よ
る
山
菜
加
工
場
の

経
営
改
善
と
売
り
上
げ
増

加
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
令
和
４
年

度
か
ら
新
た
な
体
制
で
の

山
菜
加
工
場
の
運
営
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

山
菜
加
工
場
は
東
日
本

大
震
災
後
の
風
評
被
害
の

影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
山
菜
加
工
場

の
賠
償
請
求
等
の
状
況
を

早
急
に
精
査
し
な
が
ら
、

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
と
赤
字

補
填
の
試
算
額
の
協
議
を

進
め
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
、
議
会
の
皆
様
と
協

議
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
と
今
後
の
支
援
策

の
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
の
ご
指
摘
の
と
お

り
山
菜
加
工
場
は
、
町
の

特
産
品
の
生
産
販
売
施
設

で
あ
る
と
と
も
に
、
従
業

員
12
名
を
抱
え
る
貴
重
な

地
場
産
業
で
す
の
で
、
今

後
の
運
営
継
続
を
確
保
し

て
い
き
ま
す
。

JA会津よつばの山菜加工品
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水
不
足
対
策
に
つ
い
て

答

速
や
か
に
対
処
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
お
く

議
員
　
今
年
は
例
年
に
な

く
降
雪
量
が
少
な
く
、
積

雪
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
の
こ
と
を
考
え

る
と
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
、

生
活
用
水
は
も
と
よ
り
、

農
業
用
水
の
不
足
は
水

稲
・
畑
作
へ
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。

町
は
、
今
か
ら
水
不
足

に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
対
策
を
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

生
活
用
水
の
確
保
、
農
業

用
水
の
確
保
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
お
持

ち
か
考
え
を
伺
う
。

町
長　

今
年
は
１
月
ま
で

積
雪
が
な
い
状
況
が
続
き
、

２
月
の
雪
と
火
の
ま
つ
り

直
前
に
降
雪
が
あ
っ
た
も

の
の
、
例
年
の
１
ｍ
程
度

の
積
雪
に
比
べ
る
と
今
年

は
非
常
に
少
な
い
状
況
で
、

今
後
の
水
不
足
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

生
活
用
水
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
降
雪
の
代

わ
り
に
降
雨
が
あ
る
た
め
、

特
段
問
題
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
水
道
施
設
の

点
検
調
査
を
強
化
し
て
漏

水
や
故
障
等
の
な
い
よ
う

安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
常
に
水
道
監
視

シ
ス
テ
ム
で
各
地
区
の
配

水
池
等
の
状
況
を
確
認
す

る
な
ど
、
水
量
が
足
り
な

く
な
っ
た
場
合
は
速
や
か

な
給
水
活
動
が
出
来
る
体

制
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
用
水
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に

渇
水
対
策
補
助
金
と
し
て

30
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
に
制
定
し
た

三
島
町
渇
水
対
策
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き

町
が
渇
水
対
策
本
部
を
設

置
し
た
日
か
ら
、
ポ
ン
プ

や
燃
料
費
等
の
対
象
経
費

の
50
％
以
内
で
上
限
３
万

円
ま
で
補
助
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
他
の
対
策

に
つ
い
て
も
速
や
か
に
対

処
で
き
る
よ
う
生
産
者
や

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

矢澤　昇 議員

水不足に備えたため池（西方地区）

三
島
町
次
世
代
の
議
会
に
つ
い
て

答

特
色
あ
る
授
業
の
一
つ
と
し
て
継
続
で
き
る
支
援
を
行
う

議
員
　
1
月
３0
日
に
三
島

中
学
校
３
年
生
に
よ
る
初

め
て
の
「
三
島
町
次
世
代

の
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、

中
学
生
と
は
思
え
な
い
真

剣
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

大
変
頼
も
し
く
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
達

に
、
今
後
も
継
続
し
て
町

政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
毎
年
継

続
し
て
開
催
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
議
会
を
通

し
て
、
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
造
り
上
げ
て

い
く
と
い
う
「
主
権
者
教

育
」
も
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。

教
育
長　

三
島
中
生
に
よ

る
議
会
は
「
社
会
的
な

様
々
な
事
象
を
多
面
的
・

多
角
的
に
捉
え
て
考
察
す

る
。」
と
い
う
第
３
学
年

社
会
科
の
目
標
に
そ
い
、

公
民
の
授
業
の
中
で
取
り

上
げ
て
学
習
を
進
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
や
学
校
行

事
で
学
ん
で
き
た
「
防
災

教
育
」「
健
康
安
全
教
育
」

「
職
場
体
験
」
等
が
三
島

町
の
将
来
に
つ
い
て
の
考

え
を
ま
と
め
る
素
材
と
な

っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

議
会
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
広
報
み
し
ま
に
掲
載
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し
て
よ
り
多
く
の
町
民
の

方
々
に
見
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
三
島
テ
レ
ビ
で

は
3
月
に
は
放
映
さ
れ
る

予
定
で
す
。
傍
聴
さ
れ
た

方
々
か
ら
賞
賛
の
声
が
学

校
や
教
育
委
員
会
に
も
届

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
か
ら
も
、

「
町
の
い
ろ
い
ろ
な
方
々

に
支
え
ら
れ
て
育
っ
て
き

た
子
ど
も
た
ち
に
は
故
郷

へ
の
愛
情
や
誇
り
が
す
で

に
育
っ
て
い
る
と
感
激
し

た
。」
な
ど
、
目
標
の
達

成
に
よ
り
近
づ
い
た
反
省

の
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
安

堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
次
年
度
か
ら
の

開
催
実
施
に
つ
い
て
は
学

校
の
計
画
や
意
向
に
委
ね

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

1
年
で
の
「
郷
土
再
発
見

学
習
」
か
ら
2
年
「
地
域

社
会
で
の
体
験
学
習
」
を

経
て
、
3
年
で
の
学
習
の

ま
と
め
の
発
表
の
場
と
し

て
の
「
次
世
代
の
議
会
」

と
、
三
島
小
6
年
生
に
よ

る
「
三
島
町
の
未
来
へ
の

提
言
」
と
あ
わ
せ
て
、
三

島
町
内
小
中
学
校
の
特
色

あ
る
授
業
の
一
つ
と
し
て

継
続
で
き
る
よ
う
、
可
能

な
限
り
指
導
・
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
学
習
が
社
会
の
構
成
員

の
一
員
と
し
て
主
体
的
に

担
う
力
を
育
む
主
権
者
教

育
の
推
進
に
も
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

生
活
工
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

答

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
住
居
と
生
業
の
支
援
を
行
う

議
員
　
ま
も
な
く
終
了
す

る
第
３
期
生
全
員
が
定
住

を
希
望
し
て
い
る
事
を
聞

き
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
継
続
し
て
三

島
町
に
住
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
生
活
基
盤
が

大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
住

居
、
収
入
等
様
々
な
面
で

三
島
町
で
生
活
す
る
た
め

に
は
、
目
先
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
長
く
住
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
支
援
や
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。ま

た
、
来
年
度
の
第
４

期
生
の
申
し
込
み
及
び
選

考
状
況
に
つ
い
て
も
伺
う
。

町
長　

平
成
29
年
度
の
１

期
生
を
迎
え
入
れ
て
か
ら

現
在
ま
で
計
13
名
の
ア
カ

デ
ミ
ー
生
を
受
け
入
れ
て

き
ま
し
た
。
う
ち
１
期
生

と
２
期
生
か
ら
伝
承
生
と

し
て
３
名
の
方
が
現
在
三

島
町
に
住
居
を
構
え
て
い

ま
す
。
現
状
、
編
み
組
細

工
の
み
で
の
収
入
で
自
立

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
町

の
臨
時
職
員
と
し
て
伝
承

生
の
業
務
に
あ
た
り
収
入

を
得
て
い
る
状
況
で
す
。

工
芸
村
構
想
の
中
で
は
、

編
み
組
細
工
+
α
で
自
活

で
き
る
よ
う
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
編

み
組
の
技
術
を
磨
き
、
年

間
の
製
作
並
び
に
販
売
収

入
等
の
目
途
を
立
て
て
い

け
る
よ
う
、
延
長
し
た
２

年
間
の
伝
承
生
期
間
の
中

で
確
か
な
も
の
に
し
て
い

た
だ
く
考
え
で
す
。

ま
た
、
伝
承
生
以
外
で

も
個
人
の
ス
キ
ル
を
活
か

し
２
期
生
の
う
ち
２
名
の

方
が
町
内
に
定
住
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ア
カ

デ
ミ
ー
生
と
し
て
当
町
に

移
住
さ
れ
た
方
々
が
、
伝

承
生
と
な
ら
ず
と
も
引
き

続
き
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
住
居
と
生
業
の
紹
介
等

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
年
度
の
４
期

生
の
応
募
並
び
に
採
用
状

況
で
す
が
、
４
名
の
応
募

が
あ
り
書
類
審
査
の
１
次

選
考
、
面
接
で
の
２
次
選

考
を
実
施
し
、
編
み
組
へ

の
意
欲
と
定
住
の
見
込
め

る
３
名
の
方
に
合
格
通
知

を
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

１
名
の
方
が
辞
退
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
次
年
度
の

ア
カ
デ
ミ
ー
生
は
２
名
と

な
る
見
込
み
で
す
。

い
ず
れ
の
方
も
、
編
み

組
細
工
や
田
舎
暮
ら
し
に

強
い
あ
こ
が
れ
を
持
ち
、

希
望
と
期
待
を
持
っ
て
ア

カ
デ
ミ
ー
生
と
し
て
移
住

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

伝承生としてさらに技術向上を目指します
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議会活動報告 福島県町村議会議員研修会に参加

議会活動報告

１月27日、郡山市のビックパレットふくしま
で県町村議会議長会主催の研修会が行われまし
た。この研修は、例年秋に行われていましたが、
台風19号の影響により開催が延期されていま
した。
講師の自治通信社解説委員の山田惠資氏から

は「日本の政局・政治の行方」として、国の政
治の動向を国会議員の活動なども含め解説いた
だき、また、明治大学政治経済学部地域行政学
科教授の牛山久仁彦氏からは「町村議員の役割
と議員報酬・定数の在り方」というテーマで、
財政を理由に定数と報酬を減らすのではなく、
それぞれの町村の民意を十分に反映できる定数
を確保し、また、若手議員も含めた担い手確保

全国町村議会議長会第71回定期総会において
三島町議会が、「政策づくりと監視機能を十分
に発揮している議会」、「住民に開かれた議会」
という観点から、全国の町村議会の模範となる
活動を行っているとして、全国町村議会表彰を
受賞しました。
三島町議会は県内でも先駆けて、人口規模に

見合った議員定数の削減を行いながらも、議会
機能を十分に発揮してきたこと、毎年町有施設
の調査を行い、町執行部に対して改善すべき点
を指摘し改善させていること、また、地区座談
会へ全議員が交代で全地区へ参加し、直接住民
の声を聞きそれを政策へ反映させるなどの活動
が評価されたものです。

のために、定数と報酬については別の問題として、それぞれに議論すべきである等の講演
を聞きました。
各議員は熱心に今後の町政発展に寄与しようと聞き入っていました。

三島町議会が全国町村議会表彰を受賞

表彰状を手にする五十嵐健二議長
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議 会 ト ピ ッ ク ッ ス

　１月30日、初めて中学校３年生による「三島町次世代の議会」が開催さ
れました。３年生12名が議員となり、その中から４名が代表して一般質問
を行いました。
　その質問内容は、「水害対策について」二瓶仁美さん、「三島町のＰＲにつ
いて」鈴木啓生さん、「美坂高原の活用について」二瓶宗悟さん、「生活環境
の改善について」本名円佳さんが４つのテーマで質問しました。議会と同じ
流れで議長役の二瓶勝さんが開会を宣言して、議事録署名人を決定し、町長
の挨拶を受けて一般質問に入りました。
　それぞれの議員の質問に対して、役場の各課の課長は町議会と同じように答弁を行い、議員からの再質
問にも答弁を行いました。町議員の質問とは違う視点からの質問に、町側も頭を悩ませたところもありま
したが、中学生と一緒に三島町の将来を真剣に考えるよい機会になりました。

　その後議員控室で議員との意見交換が行わ
れ、「大変すばらしい議会でした。一人ひと
りしっかりと質問することが出来た。」や、
「若いうちから、本物に触れるということは
大切なことである。今日の議会での経験は将
来きっと役に立つでしょう。」との感想もあ
りました。
　来年度以降も開催できるよう、町でも支援
していきます。

　２月18日、三島小学校６年生10名が総合学習の一環として勉強してきたことを「三島町の未来への提
言」として発表を行いました。
　「今よりも活気のある町」というテーマで、６年生児童自ら調べた三島町の現状と課題から、「伝統行事
を広めるために」、「空き家を有効活用するために」、「子育て支援」という３つのテーマに対してそれぞれ
に提案を行いました。中でも、空き家を観光客が立ち寄れるお店に改装するなど具体的な提案も行われ、
参加した議員からは「とても大切な提案でした。私たち議員は、次世代の子ども達のために頑張ってまち
づくりを進めていかなければならない。」等の感想がありました。
　次は中学生となる６年生、中学校での「三島町次世代の議会」でのさらなるまちづくりに対する意見が
楽しみです。

三島中学校３年生「三島町次世代の議会」開催

三島小学校６年生意見発表会「三島町の未来への提言」開催
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雄

新しい議員で開催される議会に傍聴においでください

６月議会は６月中旬に開催予定です。

※�新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、入場を制限または禁止する
こともありますので、予めご了承ください。

議 会 の 主 な 動 き

▶ 2020年2月 ◀
１４日㈮	 広域議会定例会（～２０日）
２３日㈰	 若松三島会（会津若松市）
２５日㈫	 福島県町村議会議長会第 ２回定期総会
	 （福島市）
	 両沼地方町村議会議長会定期総会
	 （福島市）
２７日㈭	 議会全員協議会
	 議会運営委員会
２８日㈮	 早戸温泉つるの湯企業組合通常総会
２９日㈯	 大石田集会所落成式

▶ 2020年3月 ◀
１ 日㈰	 福島県立川口高等学校卒業証書授与式
４日㈬	 第 １ 回議会定例会（～ ９日）
１９日㈭	 三島町生活工芸アカデミー修了式

２６日㈭	 会津若松地方土地開発公社理事会
	 （会津若松市）
２７日㈮	 両沼地方町村議会議長会監事会
	 （会津坂下町）

▶ 2020年4月 ◀
１ 日㈬	 教職員着任式
７日㈫	 両沼町村議会議長会臨時総会

（会津坂下町）
９日㈭	 広域圏議会（会津若松市）
２４日㈮	 第 １ 回臨時議会

※	新型コロナウィルスの影響により三島小・中学
校卒業式・入学式、三島保育所満了式・入所式
は来賓招待なしで行われ、また、消防団春季検
閲式は中止となりました。


